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球根情勢報告 
 

平素よりお引き立ていただき、誠にありがとうございます。 

 

 ﾁﾘに出張してまいりました。 

 

 2月 13日～18日までの予定でしたが、初日から霧の為、到着が2時間遅れ、帰りもｵｿﾙﾉ地区火山噴火によ

る降灰の為、飛行機が飛ばず、丁度24時間遅れで19日の夜、帰社となりました。 

 結果、ﾁﾘでは実働2日半（1日13時間という日もありましたが…）1日休み、移動が4日間という旅行と

なりました。 

 このところ出張が続いており、また予期せずに12年産南半球産の取引がｽﾀｰﾄしてしまった事もあり、やた

ら忙しかったです。1日の休みを暖かい（暑い）ｻﾝﾃｨｱｺﾞで過ごせたのは、結果的には良かったなあと思うよ

うにします。 

 

魚沼の人間が行くと涼しくなる様で、ｵｿﾙﾉ地区は最低 0℃まで下がった日があったそうです。私たちの滞

在期間中3地域とも暑かった日はありませんでした。11年/12年は、私たちがﾁﾘに行くまでは、天候に恵ま

れていたそうです。（暖かい/暑い）実際、訪問した生産圃場は、3 週間も雨が降らずｶﾗｶﾗ状態。灌水作業に

追われていました。 

  

同行してくださった㈱日園片岡靖志君には随分迷惑を掛けました。若い子に助けられたなあと感謝してお

ります。 

 

 前回ｵｰｽﾄﾗﾘｱ・N.Z出張ﾚﾎﾟｰﾄは、大した中身も無いのに長々と書いてしまいました。実際ﾚﾎﾟｰﾄというより、

「これから自分が、我社が、どういう風に南半球と付き合っていくのか？」の確認のために書いている部分

もあります。（そういう意味では長々とした文章を送ってしまい申し訳ありません。）今回もあまり短くなら

ないかもしれません。 

 よろしくお付き合いください。 

 

ﾁﾘ球根生産圃場確認/現地栽培農家の生産状況 
 

10/11年産（Crop11年産現在使用中の球根） 

 一言でいえば、まずまず～良い。と言って良いと思います。 

 火山の大爆発等様々なことが起きた昨年11年産ですが、各地とも比較的天候に恵まれ、それぞれの産地な

りに良い結果を出しているのではないかと思います。（現在までの日本の切花温室の生育状況から。） 

 

11/12年産（Crop12年産今秋以降納品予定の球根） 

 ロスアンジェルス地区 

 ｻﾝﾊｰﾍﾞｽﾄ社（Los） 

 最初の訪問先。ﾁﾘ人の経営する球根農家。自らがｵﾗﾝﾀﾞ育種会社からﾗｲｾﾝｽを購入して、自らが球根販売し

ている。対日本への輸出はP.O社/V.W.S社が主に行っている。 

 

 

 今回は、ｵｰﾅｰのﾌｧﾝ･ﾗﾓﾝ氏（まだ若い）に会えなかった。4～5 年前との大きな差は、圃場及び作業場を管

理する英語が上手に話せる若い職員がいたこと。（これはｻｻﾞﾝﾊﾞﾙﾌﾞｽ社、ｿﾈ社、今回訪問した3社共通。）施
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設もビックリするくらい大きくてモダンな建物になっていた。近い将来、開花球ﾍﾞｰｽの生産面積を45～50ha

にまでしたいという意向だそうです。 

 

 ﾛｽｱﾝｼﾞｪﾙｽは、ﾁﾘの球根生産地としては最も北に位置していてとても暖かい。ﾁﾘの球根生産地はほぼ全て、

原則、火山灰土であるが、生産地ごとに若干土質・水はけ等が異なる。 

 この農場は、百合を定植する前はまだ原野・木・林・森を切り倒して畑を作って、初めて栽培した植物が

百合、という畑もあった。他地域に比べれば水はけが圧倒的に良く、今回訪問した3件の中で唯一2年連続

りんぺん養成栽培を行っていた。 

 

 逆に、開花球の２年連続栽培は少なかったように見える。水はけの良さと気象要因から、真冬でも養成球

の定植が可能だそうで、1 年栽培でありながら、他地域に比べて 1 ヶ月半近く長い球根栽培期間が確保でき

る様です。 

 

 流通数が少ないので、あまり目立っていませんが、ここ数年、この会社の球根は良い結果を出している。

（日本での切花結果。） 

 品種構成の関係で芽伸びの事故、ﾌﾞﾗｯｸﾉｰｽﾞなどは出ているが、（芽動きの早い品種）ｼﾍﾞﾘｱなどはN.Z産に

全く負けていないﾎﾟﾃﾝｼｬﾙを発揮しているのではないかとすら思います。 

 

 今回見た3軒中、そして1ヶ月前なので状況に差はあるかもしれませんが、前月見てきた3軒のN.Z産農

家の中で、ｻﾝﾊｰﾍﾞｽﾄ社の圃場品質は１番劣っているように感じました。原野を開拓していたりするわけです

から、畑の中の草も多く、訪問した日にも数十人の人たちが草取りをやっていたり、圃場・土壌条件にムラ

もあったように感じます。したがって生育ムラもやや多いように感じます。 

 

但し… 

  圃場の見た目が、球根の品質・力を決めるものではありません。（実際、日本の温室で栽培されている品

質はすごく良い。ところで去年の畑はどうだったの…？） 

 

 自社の球根生産の他に、ｵﾗﾝﾀﾞでも品質の高い切花栽培をされていることで有名な、ﾚﾑｺ･ﾊﾞﾝ･ﾃﾞ･ﾏｰﾚﾙ社の

球根受託栽培も行っていました。（ｻﾝﾊｰﾍﾞｽﾄ社の球根栽培技術の基は、ﾊﾞﾝ･ﾃﾞ･ﾏｰﾚﾙ社という事にもなります。）

加えて来年以降は、L.A の生産も 6～8ha 規模で行う計画中の様です。輸出業社の意向と購入可能なﾗｲｾﾝｽの

有無等の都合で主にｵｰｽﾄﾗﾘｱ、南ｱﾒﾘｶ市場を意識している様子。品種構成は、割と日本向きにもなる様です。 

 

 経営面積規模の少ない農家は、ある一定以上の受託栽培を行わないと効率的な経営規模になりえない。（ｺ

ｽﾄｺﾝﾄﾛｰﾙ）すべての面積が、自社生産・自社販売ではこれまた相場変動が経営に与える影響が大きすぎる。 

 

 どうやら、経営参画していたｺｽﾀﾘｶの大手切花会社が、経営から撤退するそうで、ﾌｧﾝ･ﾗﾓﾝ氏は自社株をす

べて買い戻さなければならない。次年度は増産した球根、現物で払いたい意向。したがって、ｺｽﾀﾘｶ向け、現

在最大面積の品種である、ｽﾀｰﾌｧｲﾀｰの面積が倍増される様です。 

 

 後段触れますが、ｿﾈ社・ｻｻﾞﾝﾊﾞﾙﾌﾞｽ社ともにﾛｯﾄが細かく様々な注文が多い、そして供給される種球の品質

が不透明なｵﾗﾝﾀﾞ切花農家の受託栽培は、現状（将来は分かりませんよ！）撤退気味。新規にもあまり受け付

けたくない様子。 

実際、これまでｵﾗﾝﾀﾞの大手切花農家は、N.Z・ﾁﾘ・ﾌﾗﾝｽ・ｵﾗﾝﾀﾞでも自社消費用球根を作っていましたが、

複数のｻｲｽﾞが仕上がってしまう事がいかにも温室ｽｹｼﾞｭｰﾙ上不都合、品種の移行速度が速まってきた為などの

理由により、自作球根使用型切花経営から、購入球根型切花経営に変えてきている。N.Z産ﾊﾞｯｶｰ社の動きが

典型的。(結果的に優秀なN.Z球根生産会社へと変貌中。) 

 

将来的にｻﾝﾊｰﾍﾞｽﾄ社が栽培面積を増やそうとする時、ﾚﾑｺ･ﾌｧﾝ･ﾃﾞ･ﾏｰﾚﾙ社も生産を増やすかは、今のとこ

ろ不明。（ｵﾗﾝﾀﾞ高級百合切花農家は、自作生産を減らせば独自性が薄れる。購入型にすれば、気に入った品

種・気に入ったｻｲｽﾞが買える？南半球については違うような気がしますが…。 

「日本がいつまでも『お客様』でいれば、ｶｻﾌﾞﾗﾝｶという日本独自の球根の作り手が無くなってしまう。」

と、恐れているのとは真逆の動きですね…。面白い…ﾊﾞﾝ･ﾃﾞ･ﾏｰﾚﾙ社の場合、品種を増やしすぎた行き過ぎ

の反動なのかな…。） 
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 対輸出業社への球根販売については、全面的にｵﾗﾝﾀﾞ仲介市場である、C.N.B社のﾌﾞﾛｰｶｰを通して販売して

いる、各輸出業者がこの生産会社との強固な関係を図ろうとしても、仲介市場としての立場が無くなってし

まうC.N.Bという組織は、むしろ各輸出業社と農家との関係を不透明化させる方向に、今現在動いているよ

うに見えます。（これは時代遅れ…ﾃﾞﾌﾚの時代に、縮小均衡の時代に、ﾊﾞｶなことをやっているなあと思いま

す。）ﾌｧﾝ･ﾗﾓﾝさん、ﾏｰﾚﾙさん、気が付いて！ 

 

 「ﾁﾘ人自らﾗｲｾﾝｽを保有し」  ←←これ、結構重要なポイントです 

                  複数の輸出業者に販売し、世界市場で球根を販売しようと思ったら

自社がﾗｲｾﾝｽを取得する品種は決まってきます。（世界戦略品種）    

 

 

 ﾁﾘの球根農家、そしてﾁﾘの球根栽培農家に委託生産を行ってもらおうと考えているｵﾗﾝﾀﾞ育種会社/輸出会

社/ｵﾗﾝﾀﾞ球根農家・ｵﾗﾝﾀﾞ切花農家のうち、「どの市場に向けて」という基本的な品種導入の考えが分かりや

すいのは、ｵﾗﾝﾀﾞ切花栽培農家の委託生産分だけのように見えます。（この会社の場合、南ｱﾒﾘｶ・ｺｽﾀﾘｶ向けは

明解。） 

 

 ｿﾈ社、ｻｻﾞﾝﾊﾞﾙﾌﾞｽ社から撤退していったｵﾗﾝﾀﾞ切花農家、球根農家などのﾗｲｾﾝｽｵｰﾅｰは、今回訪問すること

が出来なかったｻﾝｱﾝﾄﾞﾌﾞﾘｰｽﾞ社、ｳﾞｨｱﾙ社などへと、その委託生産作業を移している様です。（ﾏｰｸﾘﾘｰ社の品

種が増える？少量多品種生産？日本向け品種ある？日本向けﾛｯﾄ番号取得する？） 

 

 繰り返しになりますが、少ない栽培面積ではｺｽﾄ的に大手球根農家に敵わない。生産面積を一定以上に持っ

てくるためにも、需要変動が品種によるところではなくて、球根品質、そして多様な品種構成に対応して球

根生産をする事によってこそ評価されるｵﾗﾝﾀﾞ切花農家の委託は、ﾁﾘの球根農家にとっては重要なのだろうな

あと思いました。 

 

ｵﾗﾝﾀﾞからﾁﾘは飛行機で15時間、N.Zへは約30時間。ﾖｰﾛｯﾊﾟから見ればﾁﾘの方が近い。船便輸送日数も当

然一緒です。ﾁﾘの球根農家にとっては、ﾍﾞｰｼｯｸ市場は距離の近い国、消費する側も目の届きやすい、ｺﾝﾀｸﾄ

のとり易いﾁﾘ、という事になりますわね～。 

   

 12年産もきっと良い球根がこのｻﾝﾊｰﾍﾞｽﾄ社からは出てくるのだろうなあ～。 

 ｼﾍﾞﾘｱはいいぞ～。頑張って、良いﾋﾟｺ・ﾕﾆﾊﾞｰｽ・ﾋﾟﾝｸｼｰｸﾚｯﾄ・ﾘｵﾌﾞﾗﾝｺ・ﾘﾊﾞｰﾌﾟﾘﾝｾｽ etc.作ってほしいと

思いました。 

 

 「ﾌﾗﾝｽ・ﾎﾞﾙﾄﾞｰ」、「ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ・ﾈｲﾋﾟｱ」、「ﾁﾘ・ﾛｽｱﾝｼﾞｪﾙｽ」、ここﾛｽｱﾝｼﾞｪﾙｽは、暖かいはずなのに比較的

気象変動が起きていないことも注目すべき点だと思いました。 

 

ピュエウエ地区 

ｻｻﾞﾝﾊﾞﾙﾌﾞｽ社（PUGS） 

 今年はﾛｽｱﾝｼﾞｪﾙｽ地区の生産は無い。しばらく復活しない？ 

 

 5カ所に圃場が分散されていた。 

 

今回訪問はしなかった、ｻﾝｱﾝﾄﾞﾌﾞﾘｰｽﾞ社、ｳﾞｨｱﾙ社、ﾁﾘｱﾝﾄﾞﾎﾞﾚﾝ社のそれぞれの農場、施設等と近接な距

離にあるくらい生産地が分散されており、今後、増産予定の生産地域はｿﾈ社が生産している、ﾊﾞﾙﾃﾞｪﾋﾞｱ地区

とｵｿﾙﾉ地区の中間くらいに位置していた。 

 

本家本元であるはずのﾋﾟｭｴｳｴ地区、ｵｿﾙﾉ地区ではすでに新規畑での生産は一部しか無く、大半が 5～8 年

りん作での2回目、または3回目の圃場使用となっていた。5カ所（来年はそのうちの1カ所中止。あるｵｰﾅ

ｰの球根はここに生産集中していた…。）とも原則火山灰土。腐植率は高くて、「良い土だなあ～」と思うのは

やはりﾋﾟｭｴｳｴ地区。ここに施設を構えるわけだ、素晴らしいと思いました。(‘98 年から変わらない印象で

す。) 

 

新規畑・処女地生産地域の球根生産圃場・圃場品質には、本当に驚かされました。特に、リンペン養成畑

の美しさは、本家のｵﾗﾝﾀﾞでも見ることが出来ないくらい素晴らしい出来でした。（1 カ所の開花球生産圃場
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については、計画よりもかなりの定植時期遅れ、その畑にﾌﾞﾚｯﾀｰ社系品種がかなり栽培されていた…。） 

 

ｻｻﾞﾝﾊﾞﾙﾌﾞｽ社は、自社でﾗｲｾﾝｽを保有しているO.H/O.Tは、若干不正確ですが無いようです。A.H/L.Aにつ

いては、20～25haくらいのﾗｲｾﾝｽを保有している様です。11年産までは、これらA.H/L.Aは、姉妹会社であ

るVｄｂ社にしか販売していなかった。そしてその大半が南ｱﾒﾘｶに向けて販売されていた様です。 

 

 

N.Z産の時にも触れましたが、9/10産ｵﾗﾝﾀﾞ産と違い、11年産ｵﾗﾝﾀﾞ産 A.H/L.Aは、世界市場に対して十分

な供給量がある為なのか、12年産については、Vｄｂ 社だけでなく、複数の輸出業社へ販売しなくてはいけ

なくなった。若干ﾈｶﾞﾃｨﾌﾞな動きだなあと捉えています。（販売方針についてﾈｶﾞﾃｨﾌﾞと感じた。品質は悪くな

いと思います。安くしてくれれば十分使える良い球根だと思いました。） 

 

ｻｻﾞﾝﾊﾞﾙﾌﾞｽ社を訪問して最も驚いた事、それは開花球・養成球・O.H/O.T・2N栽培・2N栽培の1年目、全

ての地上に緑の葉・茎が出ている面積が合計200haあった事です。おそらく世界最大規模でないかと思いま

す。（V.Z社の方が面積的にはデカい？だけどV.Z社は、3か国分散生産だからこれが出来ている！特殊性や

価値観を維持しやすい…。） 

 

この他、約100haのﾁｭｰﾘｯﾌﾟ球根栽培も行われておりました。これも少ない面積ではありません。 

 

ﾁﾘの球根生産会社の大半は、ﾋﾟｰﾄﾓｽをｿﾈ社から購入している様です。ｿﾈ社自らﾋﾟｰﾄﾓｽ畑と加工工場を有し

ているからです。 

 

ｻｻﾞﾝﾊﾞﾙﾌﾞｽ社は、隣接する土地にﾌﾟﾗｽﾁｯｸ成型会社を誘致して、他の球根農家の分は分かりませんが少な

くとも自社使用分は、隣の会社で作った分を使う。これは仕入運賃分、安く済みます。N.Z もﾁﾘも国内流通

費用が下手すると日本並みに高価いですから、これもすごいと思いました。こんな会社ｵﾗﾝﾀﾞにはいません…。 

 

この200haにも及ぶ百合球根生産に対しての考え方が、「なるほどなあ～」と思ったところです。 

 

ﾁﾘはまだまだ発展途上。ｲﾝﾌﾗの整備は現在継続中です。すごい勢いです。中国ではありませんから、国の

考え方で、ある時突然、瞬く間に農業・園芸の為に整備が進む、というわけにはいきません。空港・道路の

整備は随分進んできたなあと思いました。 

農地整備は自己資本で？地主がするの？借り手がするの？←ここは将来的には重要なポイント！ 

 

ﾁﾘの各農家の最終的に抱える問題は、生産面積のうちの新規畑・処女地の割合を高い水準で維持すること

がいずれ難しくなる事だと考えています。（そんな遠い先の話ではなく。） 

 

生産規模の設定を見誤ってはいけない。ｻｻﾞﾝﾊﾞﾙﾌﾞｽ社、ｿﾈ社のポイントだと思います。 

（自己都合はないか？） 

 

当初訪問するまでは、ﾋﾟｭｴｳｴ、ｵｿﾙﾉ地区で百合に適して畑が確保できなくなったので、生産の分散を図っ

たのかなあと考えていました。 

 

実際今回お会いした、ﾍﾙｺﾞ･ﾌﾞｯｼｭﾏﾝ氏（ｻｻﾞﾝﾊﾞﾙﾌﾞｽ社ﾁﾘ側の代表者的存在）、ﾊﾝｽ･ｸﾗｲﾍﾞﾌ氏（ｻｻﾞﾝﾊﾞﾙﾌﾞｽ

社ｵﾗﾝﾀﾞ人社長。実質代表者。）←この人についてはまた後で…。 

 

両者ともにﾋﾟｭｴｳｴの土地条件の優秀さには絶大な信頼を置いていた様ですし、ｵｿﾙﾉ地区で生産を行ってい

るｵﾗﾝﾀﾞ出身の栽培農家、ﾊﾞﾝﾁｭｰﾘｯﾌﾟ社のﾆｺ･ﾊﾞｲｾ氏（N.ZV.Z 社のﾗﾌﾟﾄﾚ氏の様な栽培専門の委託農家）の栽

培技術も高く評価している様でした。 

 

 しかし…、両圃場とも、新規畑/処女地ではないのです。やはりやや生産性が落ちます。200haの分散栽培

を行う最大の理由はやはりこれだとは思います。 

 

なにせ火山灰土です。N.Z、南島の土壌条件とはﾈﾏﾄｰﾀﾞ発生率や土壌ﾊﾞﾗﾝｽの維持など、様々な点が違う事

を考慮しなければなりません。（本人たち、気が付いているのかなあ？） 
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生産地分散の理由は一つだけではないんだなあと、今回訪問で気付いたことがあります。 

 

この栽培面積を維持していく為に付帯して行わなければいけない施設整備・人的な確保も同時に行ってい

かなければならない、そして安定した球根生産が行われていかなければ有効な施設運営もできないという事

です。 

 

新規畑/処女地を求めているだけではなく、気象変動の激しいﾁﾘにおいては、200ha もの生産集中は、ﾘｽｸ

が高すぎる。雨が降って植えられない、雨が降って掘れない、遅露が降った。生産地が分散していればどこ

かで作業が停滞しても、どこか別の畑では作業継続できますよね！当然作況のﾘｽｸ分散にもなるわけです。 

 

実際 200ha のﾛｰﾃｰｼｮﾝを 5～8 年間隔でできる土地条件なんて、中々ある様に思えません。（30～50ha なら

可能なのか？火山灰土でﾛｰﾃｰｼｮﾝは可能か？） 

 

 5つに分割して生産されている農場では、全ての施設整備は終わっていないようですが、（3Pにも記述した

植え遅れが出てしまった原因）それぞれ担当のﾌｨｰﾙﾄﾞﾏﾈｰｼﾞｬｰを置き、定植から掘り取り・洗浄（農家レベル）

を行う施設を設置する予定。 

 

最近大地主から畑を借りて作り始めた畑は、1,500haくらいまで借地が可能との事。（ｿﾈ社に1番近い2つ

の新規の内の1圃場。）この土地の借地契約がうまくいき続けて、新規処女地が確保され続ければ、作の安定

につながるだろうなあと思いました。 

 

 各地の栽培地には驚いた事に、りんぺん養成圃場・2年養成開花球圃場・2年栽培の1年目圃場・1年開花

球養成圃場そしてA.H/L.Aの開花球養成圃場が完全均等ではありませんが、分散して栽培されていました。 

 

 1 カ所の栽培地に様々な系統・生産ｽﾃｰｼﾞを分散するという発想は、ｵﾗﾝﾀﾞの巨大農家でもあまり見たこ

とがありません。 

若干違和感を持ちました。なぜ？ 

 

40～50ha の球根栽培部分を担当するそれぞれの地域の生産受託農家が、ｵﾗﾝﾀﾞ比較でも相当以上の規模で生

産を行い、巨大な植付前・掘り取り後の処理施設・輸出機能を有しているｻｻﾞﾝﾊﾞﾙﾌﾞｽ社に、生産物が納品さ

れてくる。 

それを、ｻｻﾞﾝﾊﾞﾙﾌﾞｽ社産（PUGS）として各輸出業者が販売していくわけです。 

 

 1Nと 2Nを分けて販売すること、遅ればせながら、12年産からこの会社も行ってくれる事になりました。 

 

根本的な問題として残ってしまう生産地別販売は、生産構造上出来ないという事です。 

  

これは本当に「惜しい」「もったいない」と思いました。 

 

O.H/O.Tの場合、最大の種球/販売球ｵｰﾅｰはﾃﾞ･ﾌﾟﾗｽ社（旧ﾖｰﾌﾟﾌｧﾝﾌｪｰﾝ社）、ﾊﾞﾝﾃﾞﾝﾎﾞｽ社、以下小規模です

が、ﾛｲﾔｶｽ社・ﾌﾞﾚｯﾀｰ社・ｵｰﾆﾝｸﾞｽ社球根生産部の5軒がこのｻｻﾞﾝﾊﾞﾙﾌﾞｽ社に球根生産を委託しているわけで

す。（他にもいるのかもしれませんが…、日本に関わりそうなｵｰﾅｰｸﾞﾛｰｱｰはこの5軒？） 

 

 各ｵｰﾅｰは、当然自分の球根が定植されている畑のｺﾝﾃﾞｨｼｮﾝや生育状況、新規畑、古畑、どこに植え付けら

れているのか？などなど、様々な事が気になります。 

 

小さい規模のｵｰﾅｰがこの会社に、生産委託・作業委託させにくい生産体系なのです。 

 

 ﾊﾝｽｸ･ﾗｲﾍﾞﾌ氏は、主要3つの会社を包括するﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞ会社の代表も務めています。 

 ①ﾃﾞ･ﾌﾟﾗｽ社（ｵﾗﾝﾀﾞ球根生産会社/切花会社） 

 ②社長ではありませんが、Vｄｂ社の最大株主です。 

 ③ｻｻﾞﾝﾊﾞﾙﾌﾞｽ社代表です。 

  

 Vｄｂ社以外の輸出業社は、「身構えた取引」を取らざるを得なくなっている様に見えます。 
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 ｵﾘｼﾞﾅﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ球根生産組合の重要なﾒﾝﾊﾞｰでもあります。 

広大な栽培面積がある中でその多くは、Vｄｂ社産（Vｄｂ社自身が世界市場に向けて販売しているはず…。）

ﾃﾞ･ﾌﾟﾗｽ社（球根生産会社旧ﾖｰﾌﾟﾌｧﾝﾌｪｰﾝ社）（Vｄｂ社を含む P.O 社/Z.P 社/VWS 社など、多くの輸出業社へ

販売しようとしている）の2社がその販売先を決めていくことになります。（販売国または販売先輸出業社） 

 

 複数の輸出業社へ販売する、世界市場を相手にする、そしてさらにこの会社の場合200haの経営面積を維

持していくための品種選択は、一部市場に特化したものではなく、世界市場に3 ｻｲｽﾞ/4 ｻｲｽﾞといった複数ｻｲ

ｽﾞ販売可能性の高い品種選択、たとえ圃場分散していても同一品種を大面積に分散して生産販売していくこ

とが、可能な品種を選択していく仕組みになっているように見えます。 

 

 もちろん、日本・中国・台湾・ﾍﾞﾄﾅﾑを意識して、メキシコを中心とした南ｱﾒﾘｶ向け、北ｱﾒﾘｶ向け、欧州向

けなど各国の需要にある程度近づけた生産を行おうとしているようにも見えましたが…。（結局ﾃﾞ･ﾌﾟﾗｽ社の

品種構成も、姉妹会社のVｄｂ社の販売主要相手国向きの品種となっていきます。もちろん、ｵﾘｼﾞﾅﾙｸﾞﾙｰﾌﾟﾒ

ﾝﾊﾞｰですから、ｸﾞﾙｰﾌﾟ品種が中心とはなっていますが…。） 

 

 日本市場が欲している品種構成、ｻｲｽﾞ構成と、それら新興国、もしくは最大球根消費国であるｵﾗﾝﾀﾞと比べ

て、人気のある品種・花色にかなりの違いが出てきています。 

 

新興国の多くの国々は、1 つの市場で、複数ｻｲｽﾞの球根を使用して様々な価格帯に向けた生産が出来る国

でもあるわけです。様々な切花消費場面があるからなのでしょう。日本と違いｵﾗﾝﾀﾞ花卉流通のｺﾋﾟｰし易い？

（これは大きい。日本は埼玉FLCさんがいなければ…。せいぜい2 ｻｲｽﾞしか買わない…。） 

 

それらの国は一体球根代いくらまで払えるの？何ｻｲｽﾞまで買えるの？球根購入競争相手である各国の切

花生産方法と花の消費状況をちゃんと勉強しておかないと、ｵﾗﾝﾀﾞや N.Z やﾁﾘの農家の品種選択・販売戦力

が見えてこないでしょう。 

 

 ｻｻﾞﾝﾊﾞﾙﾌﾞｽ社（ﾃﾞ･ﾌﾟﾗｽ社＋Vｄｂ社）が決して日本市場を見ていないわけではない。「取引安定性の高い市

場である」、という認識ははっきりと持っているはずです。（中々、日本流の商売のやり方には合わせてこな

い…ｱﾒﾘｶ流？） 

 

 彼らにとっては複数の輸出業者に対して最高価で購入してくれる市場、最大球数を複数ｻｲｽﾞで消費してく

れる市場に向けて生産販売していくことが、経営戦力の根幹という事の様です。 

 

 ﾊﾝｽ･ｸﾗｲﾍﾞﾌ氏は、今日までの、日本市場の主要輸出業社とは、全く考え方の違う戦略を立てて、巨大な組

織を運営している人なのだと思います。（感覚的には、ほとんど異業種参入に近い。決して悪いことではない。） 

  

ｿﾈ社同様、Plamv 問題を抱えているﾁﾘの球根農家は、問題の発生確認が、早かった為かと思いますが、す

さまじい速度で種球更新を図っていました。そのときに選択される品種は…残念ながらと言ってはまだ言い

過ぎなのですが、やはりOTの割合が高くなってしまう様です。（火山灰土でのりん作体系の為、世界販売戦

略、Plamv ｸﾘｰﾝ対策） 

 世界市場戦略を立てているこの会社の球根を、この生産構造で生産されている球根を、日本の切花農家の

皆さんに納得して、使ってもらえるような流通が出来るのか？ある時、ある品種に需要が高まった時、他国、

他産地、他業社にも負けない価格で競り落として、流通させるべきなのか、逆に過剰流通の時にはどのよう

に付き合えば良い？魅力ある生産地なだけに、悩み深いのです。 

 

 早植えへ1Nなのか？遅植え1Nなのか？新規畑生産物？古畑生産物？ｵｰﾅｰｸﾞﾛｰｱｰの抱える疑念と同じ疑問

を買い手も常に考えていかなければならない…。（今年から1Nと2Nは分かれます。良かった！）  

 

 なんで 130～150ha 位のｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝにしないんだろう？そうすれば生産と取り引き両方とも安心感がずっと

高まるのに…。 

 

 火山灰土でなければ、りん作はある程度受け入れざるを得ない。V.Z 社の圃場生産地分散は、支持できる

のに、この会社の分散には違和感を感じる。自分自身でもこの不安感を解消できない。本気で付き合ってみ

て、答えを出していくしかないと思いました。 
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 Vｄｂ社を守る、ﾃﾞ･ﾌﾟﾗｽ社を守る、ｻｻﾞﾝﾊﾞﾙﾌﾞｽ社を守る、ｵﾘｼﾞﾅﾙﾒﾝﾊﾞｰで居続ける。すごい…できる？ 

 

バルデェビア地区 

 ｿﾈ社（無印販売）＝当社において、N.Z産のV.Z社、の様なもの。一つの基準農家として考えています。 

 火山灰土です。限りなく全ての畑が新規畑・処女地です。そもそもこの会社はﾊﾞｲﾗｽが少ないことで高い評

価を受けていた会社です。（今はもうやめた様ですが、日本に直接球根販売しようとした会社でもあります。

わからなかったとは言え…やんちゃですね…。落ち着いて見極めましょう！） 

 

 

北部ｻﾝﾁｬｺﾞ周辺ｲﾌｫｴﾗｽ地区（今回は、栽培現地の確認はしていません。） 

ﾃｨｯｼｭｶﾙﾁｬｰ球根の初年度栽培を隔離栽培方式で生産しています。当然ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ温室内です。ﾁﾘの冬場にお

いて無加温で栽培がｽﾀｰﾄしています。多くのｵﾗﾝﾀﾞ球根農家、育種会社が再びｿﾈ社での原母球生産を始めてい

ました。 

ｲﾌｫｴﾗｽから箱に植え付けられた球根が、ﾊﾞﾙﾃﾞｪﾋﾞｱに植付けられたまま送られて来て、ﾊﾞﾙﾃﾞｪﾋﾞｱ地区にて

箱内からの掘り取り選別作業後、休眠打破しながら北半球へ向けて出荷する準備作業を行っていました。ﾊﾟ

ｰﾀｰ氏もお客の1人です。（N.Z ｱｲﾗﾝﾄﾞﾊﾞﾙﾌﾞ社ｵｰﾅｰ） 

 

ﾃｨｯｼｭｶﾙﾁｬｰ順化温室 

 会社近くの新規畑・処女地において、その多くが自社生産の基となるﾃｨｯｭｶﾙﾁｬｰ球根の初年度栽培を隔離栽

培方式で行っていました。すごい量です。これまた当然、移動型ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ温室です。毎年立て替えています。 

ここでもテーブルダンス・ｻﾞﾝﾍﾞｰｼﾞ・ｺﾙｺﾊﾞｰﾄﾞなど新しいOTのｳｴｲﾄが圧倒的に大きく、O.Hとの面積比で

50％：50％くらいに見えました。（当然同じ面積ならO.Tの方が収穫量は多くなります。） 

  

T1,T2,球根栽培圃場 

 ﾃｨｯｼｭｶﾙﾁｬｰ温室栽培された球根の完全露地栽培、1年目、2年目の球根です。いっぱいありました。一般在

来系普通種の割合が高かったと思います。 

他の百合科の植物から、自社の営利切花球根栽培圃場から、完全隔離された環境です。 

作がバラついています。若い球根なのだから、ﾒﾘｸﾛﾝ、ﾃｨｯｼｭｶﾙﾁｬｰﾀﾞｲﾚｸﾄ生産ですから、どうしてもバラ

ついて見えます。（同じｻｲｽﾞの養成球を、開花球を植えても、輪バラつく…。）これはやむを得ません。 

 

りんぺん栽培圃場 

 1カ所で集中的に生産されていました。他とｺﾝﾃﾞｨｼｮﾝ・年齢・履歴の違う球根から、完全に分けて、1極集

中生産です。そして隔離栽培です。 

 

 

開花球 

 開花球・1年栽培・2年栽培・2年栽培1年目とも圃場は複数に分散されていました。同一品種同一年齢の

球根でまとめている様に見えます。自動的に、こちらも他からの隔離栽培です。 

 

 圃場品質はほぼすべての圃場がｻｻﾞﾝﾊﾞﾙﾌﾞｽ社の優秀2圃場に匹敵する美しさでした。 

 

 この会社に栽培委託を出しているﾌﾚｯﾀｰ者の影響が色濃くある為、まだ完全にPlamv感染ﾛｯﾄが無くなって

いるかと言えば…そうではないような雰囲気を感じています。これは、ｱｲﾗﾝﾄﾞ社、ｻｻﾞﾝﾊﾞﾙﾌﾞｽ社でも同じこ

とを感じました。 

ｿﾈ社においては、12年で激減、13年でその大半、14年にはほぼ完全脱却するように見えました。（各社同

様、未知の感染ﾙｰﾄ対策については不明。）凄い事です。すごい決断です。 

 

 ｻｻﾞﾝﾊﾞﾙﾌﾞｽ社同様この会社も、地表に緑の葉茎が出ている面積は100haを超えています。（販売開花球面積

が、約65ha足らずなのに…。） 

 

このﾊﾞｲﾗｽを徹底的に削除するための生産集中方法を、今後も継続させるのか、将来はｻｻﾞﾝﾊﾞﾙﾌﾞｽ社の様

に分散するのか、2014 年以降に答えが出ると思います。（なんとなくｻｻﾞﾝﾊﾞﾙﾌﾞｽ社方式にはいかない様に見

えます。） 
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 過去2年間に合計6,200,000球りんぺん取得用の原母球をｵﾗﾝﾀﾞから輸入し、合計70～80,000,000球のり

んぺん養成が行われていました。 

  

全部開花球にするためではありません。ダメなものが出たら捨てる為です。 

 

 このような抜本的な、強烈な痛みの伴う、再投資が行える球根農家が世界にいるとは…。驚きです。 

 今回のﾁﾘ訪問で最も衝撃を受けた部分です。12/13年でもちゃんと品種ﾛｯﾄを選んでいけば…。そして彼ら

の思いがはっきりと球根という商品に現れるのは、14年以降だと思います。 

 

 ｿﾈ社の再生に関わっている主要な輸出会社、P.O社・Z.P社両社とも日本市場に軸足を置いていてくれる会

社です。 

育種会社はﾌﾞﾚｯﾀｰ社です。ﾚﾑｺ・ﾊﾞﾝ･ﾃﾞ･ﾏｰﾚﾙ氏は今年でｿﾈ社から撤退、ｿﾈ社の経営方法とﾚﾑｺ氏の要求が

Plamv 問題では無くて、ひたすら小ﾛｯﾄ生産が行えない、小ﾛｯﾄ生産はﾌﾞﾚｯﾀｰ社受託分だけ、それ以上の生産

作業受託は無理なのだ。という理由で分かれるとの事です。（Z.P社も委託生産を行っている。） 

 

花種の採種会社として高名な会社ですから、そちら側からの支援も取り付けられていればなあと願ってい

ます。 

 

これだけの会社がのりだしてきているわけですから、金融機関もかなり前向きに捉えてきているとの事で

す。 

 

この会社の本当の復活のカギを握っているのは、ｻﾝﾃﾞ社で 15年、ﾏｯｸ社で15年、あのｼﾍﾞﾘｱ MAKを作った

男、ﾆｺ･ﾍﾄﾌ氏にかかっていると思います。（ｵﾗﾝﾀﾞ人、ｻﾝﾃﾞ社、ﾏｯｸ社ともｵﾗﾝﾀﾞ球根会社）ﾍﾄﾌ氏（約 50 歳）

が後半の職業人生の半分以上をｿﾈ社の再建の為に関わってくれるならと、多くの人が集まっている様に見え

ます。 

 

同族をﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄから外し、ｺﾞﾝｻﾞﾛ兄弟が、採種分野、球根生産分野のﾘｽﾄﾗを進めています。（代表はあくま

でもｿﾈ氏。）私は日本人ですから心情は？ﾖｰﾛｯﾊﾟ・ｱﾒﾘｶ風に言えば最も効率的な手法なのでしょう。 

何百人何千人の人生がかかっているのだから、厳しいけれどこれが正解なのだろう、最善なのだろうと思

いました。（ﾁﾘはいまだに軍隊方式。ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ・世界市場に向けた生産/販売戦略という気概は分かるのですが

…、現場とのｷﾞｬｯﾌﾟはやはり大きい。ｻﾝﾊｰﾍﾞｽﾄも…ｻｻﾞﾝも…ｿﾈも…。 

 

越えなければならない壁はいくつもある様に思いますが、本当に頑張ってほしいという気持ちにさせられ

た訪問でした。 

 

 

私は日本の球根輸入販売会社の人間ですから、心情はものすごく大事だし、これからもそれが最も大事で

すが、その年、その年、その時々の最善を考えていかなければなりません。それがお客様の為、自分の会社

の為だと思うから。 

 

今まで疑念も含めて、近年、そして今年のｿﾈ社の球根品質についての考察はやや修正しなければいけないの

かなあと感じています。 

 

まずは気象条件。一生懸命答えを探していたのですが、ﾍﾄﾌ氏からのｼﾝﾌﾟﾙなｱﾄﾞﾊﾞｲｽをいただきました。 

 

『N.Z ﾈｲﾋﾟｱ、ﾁﾘ･ﾛｽｱﾝｼﾞｪﾙｽ』：『ﾌﾗﾝｽ･ﾎﾞﾙﾄﾞｰ』と対比して若干修正。 

『N.Z ﾗｶｲﾔ、ﾁﾘ･ﾊﾞﾙﾃﾞｪﾋﾞｱ』：『ｵﾗﾝﾀﾞ南部』をさらに暖かくしたｲﾒｰｼﾞ。 

『ﾁﾘ･ﾋﾟｭｴｳｴ、ｵｿﾙﾉ』：『ｵﾗﾝﾀﾞ南部とｵﾗﾝﾀﾞ東部』を合わせたようなｲﾒｰｼﾞ。 

『N.Z ｺﾞｱ』：『ｵﾗﾝﾀﾞ北部』というｲﾒｰｼﾞで良いのではないかとの事。 

 

ﾌﾗﾝｽ、N.Z、ﾁﾘ、の全体のｲﾒｰｼﾞは、ｵﾗﾝﾀﾞより、日照量、光の強さ、熱量が多そうだという事。 

（全ｴﾘｱをそれぞれ対象となる北半球産地、ｵﾗﾝﾀﾞと比較した時） 

 

球根栽培期間がｵﾗﾝﾀﾞが 8.5か月くらいなのに対して、N.Z・ﾁﾘ・ﾌﾗﾝｽの多くの産地は、9か月半～10か月

とれる可能性を持っているという事。 
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これは両方の意味ですごく大事。1 ヶ月でも植え遅れれば相当な痛手。大きなﾀﾞﾒｰｼﾞを食らう可能性もあ

る。津南が5月下旬/6月上旬に球根植えれば、どんなに肥ったって、輪なんてつくわけがない。 

 

暖かい栽培条件はﾘｽｸも高いのです。 

 

初期生育に限って言えば、ｺﾞｱを除くN.Z・ﾁﾘ全生産地域がｵﾗﾝﾀﾞ南部より明らかに早いはず。 

（だからﾊﾞｲﾗｽ問題が大きくなった…。）V.Z社ﾋﾟｰﾄ氏見解。 

  

もしかして、今までのｿﾈ社の輪付きの悪さって気象要因もあるけど、（掘り取り時の降雨量の多さなど）

むしろ養成球保管管理・養成球定植期の勘違いなど、結構人的誤りの為に起きていた可能性の方がでかくな

いか？という印象を持ちました。（今回の訪問で、ｻｻﾞﾝﾊﾞﾙﾌﾞｽ社の定植遅れの畑でも、上根が球根内に張っ

てしまっている個体を確認しています。） 

人的な失敗なら改善できるはずです。 

 

 11年産のｿﾈ社の球根「輪付き過ぎだ～」という話も入ってきています。1N球 2N球を使い分けることによ

ってそこらへんも見えてくるのではないかと思いました。 

 

 ﾍﾄﾌ氏が全面的に生産と農場経営にかかわってきたから、主要な取扱業者が本気で再建に乗り出したから、

すぐさまN.Z産よりも圧倒的に力の強い球根が出来上がるかと言えばそれは言い過ぎだと思います。 

 しかしながら、明らかに近年のｿﾈ社とは、従来のｲﾒｰｼﾞとは変わってくるだろうとは強く感じました 

 

 1 か月早くに圃場を見た N.Z 球根会社と比べてはあまりにも N.Z 農家に対して不公平になりますが、北半

球における8月中旬の生育ｽﾃｰｼﾞだとしたならば、それがいくら新規畑・処女地のみの生産とは言え、異常な

根量でした。（上根/下根ともに。何か薬でも使った？） 

 

この生育ｽﾃｰｼﾞでのｿﾈ社の畑の根量というのは日本でもｵﾗﾝﾀﾞでも見たことがありません。ﾍﾄﾌ氏最大の「こ

こでできる」という自信の裏付けとなっていると思いました。 

 

 ｻｻﾞﾝﾊｰﾍﾞｽﾄ社、ｻｻﾞﾝﾊﾞﾙﾌﾞｽ社の圃場品質にも驚いていますが、ｿﾈ社＝根が少ないというのが実際の消費場

面での印象ですから、この根の量は？何でこんなことが出来たの？ビックリです。 

 

 ﾍﾄﾌ氏曰く、栽培面積の50％以上は、常に新規畑/処女地。輪作は7年間あけて、同じ畑での生産は2回だ

けにしたい、しかも母球、りんぺん、2年連続栽培は新規畑のみ。りん作畑には、1作開花球のみ。との事。 

（さすが解ってる。えらい。） 

 

 ここらへんの差が、ｻｻﾞﾝﾊﾞﾙﾌﾞｽ社に対して感じる違和感なのかなあ～？ 

 

 特に4～5年ぶりに訪問してみて、1か月前のN.Zの成長にも驚きでしたが、ﾁﾘの変化成長にはもっと驚か

されました。（N.Zはお互い常に注視していますが、ﾁﾘはあまり良く見ていなかっただけ？） 

 

N.Z、ﾁﾘ産ともども各々の会社は自分自身への原点回帰。ここで何が？自分は何が出来るのか？ 

 

ｻｻﾞﾝﾊﾞﾙﾌﾞｽ社の生産販売方法は、Vｄｂ社の販売方法に極似しています。（ﾊﾝｽｸﾗｲﾍﾞﾌ氏の原点。ちょっと

ﾆｭｰﾖｰｸﾌｧﾝﾄﾞﾏﾈｰｼﾞｬｰっぽいところが怖い。でもすごい。） 

 

ｿﾈ社は世界一ﾊﾞｲﾗｽの入っていない球根を作っていたはずです。（日系なのだから、四国出身なのだから、

頑張って！） 

 

ｻﾝﾊｰﾍﾞｽﾄ社、ﾌｧﾝ･ﾗﾓﾝ氏は純情な人です。（もっと人を信用して…） 

 

 

各々の原点回帰からの経営構築は、世界中の流行みたいですね！ 

 

 

 



１０ 

 

12 年産南半球産まとめ 
（前回の考察と違い、両国を見た中での感想をﾍﾞｰｽに考察） 

 

 日本のほとんどの球根輸入業者は、Plamv問題が発生するまでｵﾗﾝﾀﾞの百合球根生産方式のうち、最も重要

なポイントのひとつである、ｵｰﾅｰｸﾞﾛｰﾜｰとｺﾝﾄﾗｸﾄﾌﾟﾛﾀﾞｸｼｮﾝｸﾞﾛｰﾜｰの関係、その意味すら知らなかった。（知

る必要が無かった。） 

 

 私自身2008年までは、1年に1回又は2回、最低でも2年に1回はN.Z・ﾁﾘに訪問していたのに、近年は

現場を見ていなかった。（ｵﾗﾝﾀﾞは毎年4回見てます。） 

 

 ところで、ｵﾗﾝﾀﾞの輸出業者仕入担当で、95 年以降毎年最低 1 回、又は 2 回以上両国を訪問している会社

が、何軒あると思います？ 

少ない！案外ふざけるなと言いたくなる会社がありますよ！ 

 

 ㈱中村農園の専務は、1人で年に2回ずつ、2000年初頭から、N.Z・ﾁﾘを訪問し続けているはずです。（間

違っていたらごめん。）いまさら思う事はきっと「慶吾君、孤独だっただろうなあ」という事です。私の知識

は4～5年前で停滞している状態。他の日本の業者はこっそりひっそり訪問していたみたいですけど…。 

 

 皆さん…。分析は中長期視点で合っていましたか？ 

 

 日本花卉球根輸出入協会の会員はｵﾗﾝﾀﾞだけでなく、生産圃場の見方をもっと勉強して現地確認をちゃんと

行うべきだとつくづく思いました。 

  

自分は体力の続く限り、自分の会社に後継者が出来るまでは、ｵﾗﾝﾀﾞ生産圃場確認を行いたいと考えています

し、もし興味がある様なら、同業他社の方々にも畑の見方や感想をどんどん開示していこうと考えています。

同行出張も迷惑でなければ、全然OKです。その代わりに私の後代を作ってほしい。（押し売り…迷惑ですよ

ね…すみません。） 

 

 N.Z・ﾁﾘには、さすがに毎年通うわけにはいかないですが、圃場確認ができる 1 月～2 月（ﾊﾞｲﾗｽ調査には

不向きな時期）には2年に1回くらい替りばんこに行けたらよいなあと思っています。（できるかどうかはわ

かりませんが…。） 

 

 各業社とも生産現場は絶対に見るべきだと思います。百聞は一見にしかず。輸出業社の営業半分の説明や

同業他社の情勢報告（特に山喜農園森山隆は文章下手過ぎ。恥ずかしいです。）日本国内の切花栽培結果・概

要だけでは分からないことが山ほどあります。 

 

 畑を見ずして、永良部の鉄砲百合売っている会社なんて1軒も無いでしょう。 

 

 早ければ今年、遅くとも来ｼｰｽﾞﾝには多くの輸入会社に両国を訪問してもらいたいものです。昨年の慶吾君

のﾚﾎﾟｰﾄにも「日本人が来なくなった」って書いてありましたよね！ 

  

見てきたから「えらい」と威張っているわけではないのです。 

 

輸入業社1軒しか見ていなければ、その情報の精度の高さの確認や、違った見方の意見交換などできっこ

ない。業界の目線は一つになる必要はないけれど、同じものを扱うのだからより多くの目線で確認し合った

方が日本全体へ供給される生産会社の対日市場に対する意識は確実に向上すると思うし、品質の安定化にも

結び付くはずだから。 

 

 地政学的観点から、その気象条件だけが、N.Z産の評価を上げた理由ではないと思う。多くの輸入業社が、

それを扱っている輸出業社との連携で、N.Z産の価値を高めたのではないかと思います。 
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＊もし南半球を視察するなら… 

 主要な取引輸出業社、またはｵｰﾅｰｸﾞﾛｰｱｰと一緒に行きましょう。ﾁﾘはｵｰﾅｰｸﾞﾛｰｱｰが少ない。生産受託会社が

圧倒的に多い。「世界戦略型球根生産」ですから、ポンといきなり行っても相手にしてくれない。怠けている、

考え方が自己都合に偏っている輸出業社では、無理です。 

 今回、P.O社ｼﾞｮﾝ･ﾍﾞﾙﾊﾞｰﾄﾞ氏に同行いただき大変助かった。彼は元旧ﾖｰﾌﾟﾌｧﾝﾌｪｰﾝ社、球根生産部のﾏﾈｰｼﾞｬｰ

格で、ｻｻﾞﾝﾊﾞﾙﾌﾞｽ社の現在の形を作り上げる時期から関わっていた人。ｵﾗﾝﾀﾞ以外の国の球根農家でこの人を知

らない人はいない。 

そんなわけで訪問した球根農家の全圃場を見させていただきました。 

 

 ﾁﾘも大事です。ﾊﾞﾗﾝｽよく取り扱っていければなあとつくづく思いました。 

 

 ﾁﾘの全生産球数の6～7％くらいしか、日本は買っていないんですよね？日本離れが進むとは言えませんが、

取引環境は今後も厳しくなる様な気はします…。それでもガンバル！ 

 

ﾃﾚﾋﾞ東京の『ｶﾝﾌﾞﾘｱ宮殿』という番組で特集されていた新潟のﾜｲﾝ製造販売会社『ｶｰﾌﾞﾄﾞｯﾁ』。当社赤塚産

/木山産のすぐ近くの会社。南半球産百合球根って…国産ﾜｲﾝ生産流通に一石を投じたこの会社に似てる？ 

  ところで当社の今ｼｰｽﾞﾝ 12年産の取り扱い方針は…原則お客様の意向に沿った品種・産地 

 

産地：N.Z産＝NIS,B.K,（無印N.Z…V.Z社）,S.F 

：ﾁﾘ産＝PUGS,LOS,（無印C.H…ｿﾈ社）（WSB,VLが追加になります。） 

ｺﾝﾃﾞｨｼｮﾝ：1N,2N,TLなど 

 

N.Z 産・ﾁﾘ産関係なく、あくまでもお客様の選択にこたえられるよう、全力を挙げて確保するつもりであ

ります。が…。 

 

 当社は東日本を主要な直接販売先として球根販売をしている会社です。 

 

当社の南半球産取扱の原点は、低温・低日照期に発根力・発根伸長力・長期保管後の球根の力の落ちにく

い生産地の球根を扱っていきたいという気持には揺らぎはありません。 

 

これは、燃油価格が高騰する状況での西南暖地の冬場に光が豊富な地域への導入にも薦めやすい理由づけ

になると思っています。 

  

西南暖地の温暖な気候は、各国のそれぞれの産地の気象条件化で生産された球根の特徴を生かせる作型を

持っている地域が多いと思います。（Plamvさえ撲滅できれば） 

 

ぜひそれぞれの球根産地の特徴を発揮してやってほしいと願っています。 

 

もう一度、正しく正しい作型で素晴らしい草姿のｿﾈ/ｿﾙﾎﾞﾝﾇ、ｼﾍﾞﾘｱをいっぱい作ってほしい。ｻｻﾞﾝﾊﾞﾙﾌﾞｽ

社のﾉﾊﾞｾﾝﾌﾞﾗはすでに素晴らし過ぎ。 

 

 N.Z ﾈｲﾋﾟｱ産・ﾗｶｲﾔ産、ﾁﾘ・ﾛｽｱﾝｼﾞｪﾙｽ産に軸足は置いて、日本向け品種の中長期生産継続の下支えにもな

ってやらなければと思います。（日本全体の意向となってほしい。） 

 

＊N.Z 産は日本を中心としたｱｼﾞｱ市場戦略商品です。だって日本は、N.Z 産生産球数の推定 35～40％を買っ

ていますもの！！ 

 お互いに「切っても切れない関係です。」 

 

 ここがｵﾗﾝﾀﾞ産と一番違うところ。食い散らかすような取引、出来るわけないでしょう！ 

 

 Vｄｂ社、P.O社、Z.P社が考える世界戦略商品となるﾁﾘ産ﾋﾟｭｴｳｴ/ｵｿﾙﾉ近郊産球根、ﾊﾞﾙﾃﾞｪﾋﾞｱ産球根の本

当の力が発揮されることを期待し、使える品種・使えない品種を見極めたい。冬場の色物特殊系、白色晩成
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系の品種・産地を紹介していきたい。 

 日本に軸足を置いてくれる球根生産者をしっかりと作りたい。 

当社が取引いただいている西南暖地側に球根を供給する主要な国内球根販売会社（輸入会社）の皆様方と

共に、頑張っていきたい所存です。 

 

 12年産もよろしくお付き合いください。ありがとうございました。 

 

 詳細はお問い合わせください。 

以上 

森山隆 

＊追加情報 （特に国内業者の皆様へ） 

 ①21日 AM1:30の情報によれば… 

  N.Z ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞﾊﾞﾙﾌﾞｽ社は、北島から南島への生産地移動をしばらく（何年？）見送ることにしたそうです。 

  理由は…様々です…。 

 

 ②守秘義務があるので、各農家別の輸出球根数はある程度把握していますが、お知らせするわけにはいき

ません。（11年産/12年産に向けて輸出業社は、枠の大幅変更はできないはず…。） 

 各輸出業社・輸入業社は日本市場におけるｼｪｱ取り合戦に明け暮れて、球根生産の安定化という最も重要な

仕事を忘れそうになる。なっている。 

 絶対に忘れないようにしましょう！日本向け品種の生産を守るために！ 

 

 ③当社ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞに世界各国のｵﾗﾝﾀﾞ産百合球根の輸入状況が載せてあります。最後の「P.T」発行の報告で

す。P.Tは解体されます。これに似通った報告は今後「ANTHOS」からされると聞いていますが…。 

 10年産はすでに11億5千万球を超えています。（過剰感の分岐点。） 

11年産も確実に超えてしまうでしょう。 

 12年産南半球産取引開始は、早すぎです。（約1か月早い。） 

12年産ｵﾗﾝﾀﾞ産は、絶対に急がない様にしましょう。 

それも日本市場を守る為です。 


